
文藝言語研究
文 藝 篇
目 次

2022 82

ISSN 2189-9304

『詩経』の解釈書としての『春秋左氏伝』
　　　 ……………………………………………………… 秋　山　　　学 1

核時代の英米文学者
　　―清水春雄の被爆体験とアメリカ文学研究―
　　　 ……………………………………………………… 齋　藤　　　一 21

言 語 篇
目 次

日本語研究における「付帯状況」の導入を辿る試み
　　　 ……………………………………………………… 菊　池　そのみ 41

筑波大学大学院
人文社会科学研究科　文芸・言語専攻



編 集 後 記

長かった厳しい夏の暑さのあと中秋の名月は大きく見えました。コロナ禍

が続き、また世界の地政が鳴動するなかですが、３本の力のこもった論文寄

稿を得て無事前期号を発刊することができました。変動に振り回されること

なく、大学が継続的な研究の拠点であり続けられるかどうかは、たとえば本

誌のような研究誌の質にかかっていると思います。研究の最新の成果を世に

問うてくださった執筆者と、厳しく丁寧な査読をしてくださった査読者の皆

様に感謝いたします。

（加藤　百合）

発　行　所 筑波大学大学院
 人文社会科学研究科　文芸・言語専攻

  茨城県つくば市天王台１丁目１番地

  電 話（029）853-4340（〒305-8571）

印　刷　所 　筑波印刷情報サービスセンター協同組合

文藝言語研究（第82巻）

2022年10月31日発行



822022

STUDIES IN LANGUAGE
AND LITERATURE

Literature
CONTENTS

Doctoral Program in Literature and Linguistics

University of Tsukuba

Chūnqiū Zuŏshìzhuàn as a Commentary on the Shījīng
 ……………………………………………………… AKIYAMA Manabu 1

Japanese Scholars of English and American Literary Studies
in the Nuclear Age: Haruo Shimizu’s Studies of American
Literature in View of His A-Bomb Experience
 …………………………………………………………… SAITO Hajime 21

Language
CONTENTS

An Attempt to Trace the Introduction of the Term “Futaijokyo”
into the Field of Japanese Linguistic Research
 ………………………………………………………… KIKUCHI Sonomi 41


